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【令和４年７月２８日 岡谷市教職員研修会 講演記録】（岡谷市役所６０３会議室より配信） 

    

「教師が意識を変えると授業が変わる」 

                                    松木 健一（福井大学） 

 

はじめに ―「肥満」の話 ― 

 今日、みなさん方とご一緒にお話しさせていただきたい

と思っていることは、「教師が意識を変えると授業が変わ

る」ということについてです。ただ、夏休みに入ったばかり

でもありますので、ちょっと難しい話は横に置いて、気楽な

ところから話を始めたいと思います。 

 何をお話ししたらいいのかと思ったのですが、今、自分が

一番悩んでいることをメインに取り上げようと思っており

ます。それは「肥満」ということです。もし時間があれば「サ

ル」の話、これは先ほど校長先生のお話の中にあった仲良く

なるということが学びにとってどんな意味があるのかとい

うことについて時間があれば考えたいと思います。まずは

「肥満」ということについて一緒に考えていただければと

思います。 

 画面越しですので先生方お一人お一人の様子はよく分か

らないのですが、おそらく何割かの先生は体重を減らした

いと思っていらっしゃるのではないかというような気もし

ております。 

 ということで、体重が気になりませんか。私は身長が 175

センチあるのですが、体重も 75キロぐらいありまして、何

とか 70前後ぐらいにならないかなと思っているのですが、

なかなかそうならないのです。体重を減らすことは、全てに

わたっていいことだと思えることが多々あります。健康に
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もいいですし、地球環境にも優しいですよね。 

健康のことを考えると、肥満が引き起こす病気、糖尿病、高血圧、脂質異常、それから股関節等の問題。

挙げればきりがないですよね。加えて、肥満があると起きやすいがん、特に閉経後でしたら乳がん、大腸

がん、肝がん、これらはほとんど肥満ということと強く関係しているようですね。それから、認知症、こ

れもアルツハイマーの場合は３倍、脳血管性の認知症の場合は５倍あるそうです。やはり、少しずつ歳が

気になったら、体重を減らしていくということを考えなくてはいけないと思います。 

こういった自分のことだけでなく、地球環境にも優しいんですよね。ＣＯ２の削減ということを考える

と、世界の温室効果ガスの総排出量のうち、畜産業だけで 14％だと言います。牛のゲップというものが

二酸化炭素の排出の大きな原因になっているようですね。そして、牛肉６キロを生産するのに、ガソリン

に換算すると 60 リットル、一回給油して満タンにしたものを全部燃焼してＣＯ２を吐き出すのと同じく

らい牛肉の生産ではＣＯ２が出てしまうということでもあります。 

食料不足ということに関しても、食用作物 41 品目は世界全体で 9.46 兆カロリー生産をしているよう

です。このうち 55％は人間が食べている。ところが 36％は家畜の飼料になっているわけですよね。先進

諸国等でたくさん肉を食べることがどれだけ食料不足を助長しているかというということでもあります。

おいしいものがあると食べたいと思うのは人情ですが、36％を地球全体の食料に回すことができたらも

っと地球自体、人類に優しいということになるのではないかと思います。 

 

体重を減らすことは難しい ― 分かっちゃいるけど変えられない生活習慣 ― 

やっぱり痩せないとまずいなと思いますね。太り過ぎの

解消は人類にとって非常に重要な課題だということは分か

っているのですが、体重を減らすことは難しいですね。これ

までの生活習慣そのものを見直すことになるから、自分自

身の生活を見直さないとなかなか体重を減らしていくとい

うことは難しいことじゃないかなと思います。 

かといって、安易な解決策では長続きしませんよね。ＢＳ

の番組なんかを見ると、コマーシャルのほとんどは栄養関

係、健康関係のものばかりですよね。ということは、これを

見ている世代が大体そういう世代ということだということ

にもなるかなと思いますが、ついつい買っちゃうんですよ

ね。「食べても体重を減らせるサプリがあるよ」と聞くと、

「本当かな」とつい買ってしまう。でも長続きはしないです

よね。それに、一挙にやせてもすぐにリバウンドしてしまい

ます。これは人間にとって重要な能力でもあります。危機に

瀕して体重がどんどん減った時にそれを回復できる能力を

元々もっているということでもありますので、一挙に痩せ

ようとしてもダメなわけです。 

では、どうすれば体重を減らすことができるか。これもみ

なさんご存知のこと、それしかないと思います。 

やっぱり、適度な運動です。栄養を摂るということだけで

はなくて、それを燃焼させる、燃やすということをセットで

考えなくては体重を減らすことはできないですよね。摂る

のを制限するだけではなくて、使うということも同時に考えるということです。 

それから、バランスの取れた栄養。偏食、食事抜きで暮らすなんていうのはダメですよね。バランス良

く食事を摂りながら生きていくということが重要だということでもあります。 

規則正しい生活、つまり自分の身体と対話をする時間をきちんと取っていく。「今日は寝不足じゃない

かな」とか「今日の食事はこの時間になったらしなくちゃいけない」というような身体との対話というも
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のが重要になります。 

それからちょっと難しいですが、ストレスの少ない生活。生活を楽しむことが極めて重要ですよね。 

それともう一つ、実は、仲間がいるというのはとってもいいですよね。お互いに励まし合い、相手に話

そうと思って言葉にするわけですから、自分の肥満の状態についてもリフレクションを行うことができ

ます。 

この５つのことが体重を減らすという意味では常道ではないかと思います。ところが、これが難しいで

すよね。「分かっちゃいるけど、まあ何とかなる」と思ったり、「分かっているけど変えられない」と考え

たり、「私はまだ大丈夫じゃないかな」という根拠のない安心感みたいなものがあったりして、結局何も

しない。あるいは何度も試みるけれど変わらないのでもうしないといった状態になっていらっしゃる方

が私も含めて多いのではないかと思います。それだけ、分かっているんだけれど変えられないというの

が、体重を減らしていくということに関しての状況ではないかと思います。 

 

「体重を減らす試み」と「学習観の転換」 

ところで、この体重を減らしていく試み、これに非常

によく似た取り組みが学校の中にも多々あるように思い

ます。それは何かというと、やっぱり一番大きいのは、

今世紀最大の学校の課題、それは「学習観の転換」とい

うことです。教える教育から学ぶ教育への転換、これが

今世紀、何とかして実現しなくてはいけない課題でもあ

ります。このことは、先ほどの肥満ということとよく似

ていますよね。もしかしたら、肥満を解決できると、今

のことも解決できるかもしれない。そんなふうに、肥満

の対策と学習観を転換していくということを比べながら

考えてみたいと思います。 

先ほど、「体重が気になりませんか」ということを問い

かけました。同じように先生方の中でも、やはりどこか

で気になっていますよね。これだけ騒がしく「主体性」

だとか、「主体的・対話的で深い学び」だとか言われてき

ますと、やはり学習観を変えていかなくてはいけないな

と、指導伝達型の一斉授業から学習者中心の授業に切り

替えなければいけないのではないかという気持ちはどの

先生もお持ちではないかと思います。体重とよく似たよ

うな状況にあるのではないかと思います。 

体重を減らすのは健康にも良いし、地球環境にも良い

話です。学習観を転換するのは、今の社会では必須のこ

とですよね。現在のように ICTが進んだ世界、10数年、

20年経たないうちに AIの浸透によって人の職業の半数近くが変わっていくということが、もう何年も前

から言われていますよね。AI に打ち勝つ力をつけていくことが必須であることがもう分かっているわけ

ですから、学習観は変えなくてはいけないですよね。加えて、それはその子にとってだけではなくて、全

ての社会、全ての国にとって今重要な課題になっています。OECD をはじめとして、世界中で何とかして

早く学習観を転換しよう、新しい社会に適応できる教育に切り替えていこうと躍起になっています。 

 学習指導要領もそのひとつですね。これは以前に見ていただいたかと思うのですが、学習指導要領で

は、知識や技能に加えて、思考力・判断力・表現力、人間性・学びに向かう力ということが求められてい

ますよね。この３つのことを培うことが求められてきているわけです。ただ、これまでのことを考える

と、この３つの中でやっぱり学習活動というと、知識・技能の部分、これが大きな比重を占めていたと思

います。それはある意味致し方ないことでもありますよね。大学の入学試験はまさに知識を問うわけです
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から、これを身につけさせなければ学校

教育としては耐えられない。どうしても

知識や技能を優先するということがこれ

までの学校の中で多かったように思いま

す。ところが先ほどお話したように、AI等

が浸透する中でこのウエイトをもう少し

小さくしてコンピテンシー、思考力・判断

力・表現力、人間性・学びに向かう力をつ

けていこうという方向に学習指導要領が

変わってきています。 

繰り返しになりますが、知識の部分に

関しては AIに取って代わられるということがかなり増えてきているということでもあります。もちろん、

知識ということ、学びということを抜きにした教育はあり得ません。ですから、これを軽視していいとい

う話ではないんです。ただ、これからの社会はそうじゃない部分についてきちんと自覚していかなくては

ならないということでもあります。この３つ、構造的に見ると、一番ベースにあるのが人間性・学びに向

かう力ですよね。そこから思考力や判断力・表現力が生まれ、その上で知識や技能が使われていくという

ことでもありますよね。これについて、もう少し詳しく見ておきたいと思います。 

 

「学習活動の構造」 ― 教師は「教えの専門家」から「学びの専門家」へ ― 

 これも以前見ていただいたことがあるのではないかと思います。それぞれ知識や技能、思考力・判断

力・表現力、人間性・学びに向かう力がどういう学習行為によって成り立つのかを考えた時に、知識や技

能は覚えるという活動と分かるという活動が中心ですよね。思考力・判断力というのはなかなか言葉には

なりませんが、学習活動そのものを活性化させる、そういう支えになる力ですよね。それから、人間性・

学びに向かう力というのは、学習を価値化することですよね。こういうことが私にとって重要なんだとい

う、そういう価値を与えていく、無価値ではなくて学びに価値を与えていく活動だと言ってもいいかもし

れません。思考力・判断力・表現力ということになると、行動を変容させていく、態度化していくことで

もあるかと思いますし、人間性は生き方そのものと言ってもいいかもしれません。 

 その学習行為がどういう学習の特徴をもっているかというと、覚えることはトレーニングですよね。繰
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り返すこと、ドリルです。繰り返し、繰り返しやって身につけるという学びの特徴をもっています。一方、

分かるということは、事柄の論理、あるいは因果や構造を理解していくということになるわけです。 

この２つの学習活動の特徴を絵に描いてみましたので見てください。今、子どもがいます。この子ども

が知識を学習している場面を考えた場合に、子どもは一生懸命知識を習得します。習得するということは

どういうことかというと、子どもの記憶装置にたくさんいろいろな知識を詰め込んであげるということ

になります。つまり、子ども自身はあまり変わらないんです。知識だけを増やしていく。カバンにたくさ

んの知識を持たせてあげれば、将来この子の役に立つんじゃないかというような発想ですよね。 

 ところで、この下の部分、思考力・判断力・表現力、人間性・学びに向かう力といったことはどういう

学習の特徴があるのかということを考えた場合に、上の知識や技能とちょっと違ってきます。 

 例えば、自分がいる、今目の前で仲のいいＡくんとＢくんがケンカをしている、その状況はみんなが仲

良く遊んでいる場面か。こう考えた時に、「ケンカはしてはいけません」という知識をもっていても、こ

れは役に立たないですよね。ここで必要になる知恵って何なのか。この問題状況をどうやって解決するの

か。「お前はどうするんだ」ということに答える能力です。仲のいいＡくんにお願いするのか、いやどう

もＢくんの方が正しいということを主張するのか。この状況をどう改善するのかということが問われる

ことになりますよね。 

 OECD の Education2030、そこで捉えている学力観はまさにこれに答える学力観です。こういう状況に

接して Taking responsibility、どういうふうに責任を取るのか、お前はどういうふうに動くのか。そし

て、Tension、緊張とジレンマ（Dilemma）、仲のいいＡくんとＢくんがケンカをしている。仲のいいＡく

んの方が悪そうだ。ジレンマ、これをどうやって乗り越えるのか、Creating な新しい価値を生み出して

いくか。こういったことが問われていることになります。これに答える力というのが、今求められている

力だと言ってもいいかもしれません。 

知識や技能は、どれだけたくさんカバンの中に知識を入れて持たせてあげられるかということなんで

すが、下の方のコンピテンシーとして培う力というのは、その場の状況をどうやって判断し、他者と自分

との関係を結びつけた解決策を考えることができるかということが問われていることのように思います。

そこで求められる学習の特徴としては、リフレクション（Reflection）ということです。自分のことを振

り返ってみる。そして人と対話をしながら振り返って考えてみる。こういう力が特に必要になってきま

す。 

 特に、生き方とか価値観ということまで考えてくるようになると、その時その時の振り返りではなく

て、「この一年間ぼくはどうだったんだろうか」「何をしてきたんだろうか」なんていう少し長いスパンの

中で成長そのものを振り返ることが必要になるということでもあります。 

 ちなみに、上の方のことについては、知識・技能ですから教えることができます。教えることができる

ので、これまで昭和の時代は、教えて覚えるための系統的な学習、教科の系統化とか構造化ということに

多くの先生方が取り組んできました。どれだけ子どもたちに負担をかけないできちんとした教科の構造

を明らかにして、順を追って子どもたちに伝えていく。そのための努力を私たちは一生懸命やってきまし

た。つまり、教師は教えの専門家として力を蓄えていくことを一生懸命やってきたということになりま

す。これが不必要になったというわけではありません。今も教科の系統性、教科を構造化していくという

ことは極めて重要なことです。ただそれだけでは済まなくなったというところが違うのではないかと思

います。 

 今求められているのは下の部分ですよね。そしてこれは教えることができないのです。知識としては教

えることはできます。「ケンカはよくないことだ」とそれは教えることができます。でも、その力だけで

はこの状況は解決できないんです。解決できる力を培っていこうというのが、今、学習指導要領が求めて

いることでもあります。そのために、「主体的・対話的で深い学び」をしましょうという提案がされてい

るわけです。 

 ここでちょっと誤解が起きているかもしれません。子どもたちに教える方法として「主体的・対話的で

深い学び」をすると考えている方がいらっしゃるかもしれません。これは大間違いです。学びは教えるこ

とができないので、だから「主体的・対話的で深い学び」というやり方をとりましょうという提案をして
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いるわけですよね。教師は、学びを組織する専門家、学びのファシリテーター、学びの専門家だという部

分が、今新しく教師の専門性として求められていることなんだということの意味ではないかと思います。 

 

学習観の転換も難しい ― 求められる「教師のアイデンティティ」の見直し ― 

 高校まで含めて全ての学校種で新しい学習指導要領で

の教育が始まりました。でも、私は予測以上に混乱して

いないなと思いますね。当初、この学習指導要領が出た

時、大問題になると思っていました。だって、教師は教

えの専門家だった。それを「教えの専門家だけでは役に

立たないよ」「学びの専門家に変わっていかなくてはいけ

ないんだよ」という提案をしているわけですから、すご

く重大な事件だと思っていたのですが、あまり大きな騒

ぎにならなかった。スーッと全ての校種が新しい学習指導要領に切り替えていったように思っています。 

ということは、教えの専門家という部分が実はあんまり変わってないんじゃないか、今も先生方自身は

一斉授業の中で指導伝達するという授業形態をとっているということなんじゃないかというふうにも思

います。この図の上半分、これをそのまま継続している状態になっているんじゃないかということを危惧

するわけです。下の部分は、実は教師がもっているアイデンティティそのものの見直しが起きないと、な

かなか切り替えができない部分です。「分かっちゃいるけど」「言葉では分かっているけどどうしたらいい

だろうか」という悩みをもっている先生方が多いんじゃないかなというふうに思います。 

 さて、話をもう一度体重の方へ戻したいと思います。

教師は教えの専門家から学びの専門家へ切り替えてい

かなくてはいけないんだということは分かっています。

体重を減らすことは重要だということは分かってはい

るんですが、生活習慣そのものを見直すことだから難し

かったのと同じように、学習観の転換をすることも非常

に難しいんですね。それは、自分の無意識の授業スタイ

ルそのものを見直すことをしないと切り替えができな

いから、先生自身の価値観を問い直すことにもなるわけです。体重を減らすことが難しいことと同じよう

に、教師が自分の価値観を変えるということは極めて難しいことではないかなと思っています。 

生活習慣あるいは授業スタイル、これは無意識な行動で行っていることが多々ありますよね。だから、

生活習慣も変えられないし、授業スタイルも変えるのが難しいわけです。なぜなら、その背後に自分がも

っているアイデンティティがからんでいるからです。強固に培われてきている教えの専門家としての教

師のアイデンティティ、これと立ち向かわなければいけなくなるわけですよね。でも、自分を育ててくれ

た先生もやっぱり教えの専門家だったのではないかなと思います。つまり、今までの経験の中で、学びの

専門家に切り替えていかなくてはいけないんだけど、その見本を経験できた先生、自分が受けた教育の中

で体験できた先生はやっぱり少ないんじ

ゃないかと思うんですね。今までずっと

教師は教えの専門家でしたから。これを

切り替えることに挑戦しなくてはいけな

いということになります。 

ところで、このアイデンティティです

が、自分というものと社会や職業という

もの、２つがバランスをとっているやじ

ろべえみたいなものです。自分というも

のを考える時に今の社会の中で自分はど

う生きるのか、社会にとって自分はどう
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あるべきなのか、自分の職業の中で何を果たすことが社会にとって意味があるのか、そしてそれが自分に

とって大切なのか。この２つのバランスの中で自分のアイデンティティというものができあがってきて

います。このようにバランスをとっているものですから、変えるというのは非常に難しいんですね。 

ですが、今、急激にこのやじろべえがバランスを崩し始めています。学びの専門家へ切り替わらざるを

得ないような状況が非常に増えてきています。ただ、なかなか気づきにくい。気づきにくいけれど、先生

方の仕事場の背後にある部分はもうかなり変わってきて

しまっています。この中で、私は誰なのか。教えの専門

家じゃないと言われたけれど、ではどうしたらいいのか。

この見つめ直しをしていく中で、授業スタイルの見直し

ということを実現しなくてはいけないという極めて大き

な、そして難しい課題に多くの先生方が直面していると

いうことではないかと思います。 

体重は減らせばいいということは分かっているけれ

ど、安易な解決策では長続きしないし、一挙に痩せよう

とすればリバウンドする。同じことが学習観の転換でも

起こっていますよね。学習観の転換は必要だ。それは分

かっているけれど、かといって How to 的な解決策では

長続きしませんよね。本屋さんに行くといろいろなもの

があります。『10 分間で分かる主体性を伸ばす板書の仕

方』とか『子どもがしたくなるワークブックの活用の仕

方』、『すぐに分かる自主性を伸ばすグループ学習のあり

方』、『10分間読書が子どもの自主性を伸ばす』。そんな本が出ていると、ひとつやってみようかなという

気持ちになりますよね。でも、それだけで先生方の学習観が変わるわけではないですよね。なぜなら、そ

れは先生方の価値観にもなるから。そこを見直すようなことまで含めて考えないと How to的な解決策だ

けに頼っていても切り替えはできないと思います。 

加えて、一挙に学習観を変えようとしてもまたリバウンドします。学習観を変えなきゃいけないという

話を聞いて、試みてみるのですが、一人で少しやってみても非常に大きな山ですので登り切れずに「ダメ

だ」と元に戻ってしまうということを、先生方は何度も繰り返しているのではないでしょうか。 
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体重の話に戻ります。体重は気になる。減らすことは健康にも地球環境にもいい。でも減らすことは難

しい。生活習慣そのものだから。かといって安易な解決策はダメだし、一挙にやってもリバウンドしてし

まう。 

同じことが学習観の転換でも起きています。学習観の転換は重要だ。いろんな意味で新しい社会に適応

するにはそうしなきゃいけない。でも、転換するのは難しい。教師自身がもっている授業のスタイルを変

えなきゃいけない。授業観を変えていかなくてはいけない。だからといって、How to的なものに飛びつ

いても解決はしないし、すぐにリバウンドしてしまう。こんな状況に先生方はおかれているんじゃないか

なというふうに思います。 

 

では、どうすれば「学習観の転換」ができるのか 

 では、どうすれば体重を減らすことが

できるのか。これは先ほど５つ挙げまし

たよね。適度な運動、バランスの取れた栄

養、規則正しい生活リズム、ストレスの少

ない生活、話し合える仲間、そしてそれは

栄養を摂るということだけではなくて、

栄養を燃やすことまで考えなくてはいけ

ないなどということを言ってきました。 

同じことが、学習観の転換でも起きて

いるように思います。 

適度な運動、つまり入れるだけではな

くて出すことが重要なんだ。覚えるというのは入れることですよね。入れることが学習だと私たちは思っ

ていますが、それだけだと適度な運動をしていることにはならないんですよね。出すことが重要なんで

す。学習は入れる活動ではない。一緒にそこから創り出していく。それがすごく重要なことなのではない

かと思います。 

バランスが重要だ。栄養の要素はいっぱいありますよね。タンパク質、炭水化物、ビタミン、いろいろ

ありますよね。実は学習もいろいろあるんですよね。だけど、この中の覚えていくということに特化した

ような学習をしていませんか。それは、バランスを欠いているということじゃないかなと思うんですよ

ね。これをきちんとバランスのよい学習活動にしていくということが重要じゃないかと思います。 

それから、規則正しい生活のリズム、これは身体との対話だと言いました。子どもとの対話が学習観の

転換には重要ですよね。子どもとの対話、つまり子どもの学習の文脈をきちんと先生が読んでいくという

ことを大切にするということが解決策としては重要になるのではないかと思います。 

ストレスの少ない生活をする、これは生活を楽しむということだと言いました。教師が授業を楽しんで

いるか、探究することを楽しんでいるかということが学習活動にとっては極めて重要ですよね。先生がお

もしろがって授業をやっているかどうか、子どもはそれを見ていますよ。先生がおもしろくもなくて、

「伝えなきゃいけないな」と思ってやっている授業は子どもの方も「仕方ないな」と思って受けています

よ。「これはおもしろいな」って先生が喜んでいれば「何でおもしろいんだろう」って言いながらもそそ

られていきますよね。先生が楽しむということが学習活動にとって極めて重要です。 

話し合える仲間がいる。これも重要ですよね。先生たち同士の間で話し合える仲間がいるということも

重要ですし、子どもたち同士が話し合えるような仲間になっていくということも学習観の転換には必要

じゃないかなというふうに考えます。 

 

教えるのではなく一緒に創り出す 

 それでは、ここで取り上げた５つのことを一つ一つもう一回確かめてみたいと思います。 

 まず、最初に「覚える」、中に入れるだけではなくて、出すこと、創り出すことが大切だということに

ついて、事例を見ていただこうと思います。 
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 学校の事例ではありません。１歳３ヶ月、ようやく歩けるようになった子どもの様子です。ちょっと見

ていただこうと思います。（動画①「アンパンマンのキャラクターを覚える１歳３ヶ月の男の子」を視聴） 

親バカですね。できると確かめたくなっちゃうんです

よね。もっとやらせたくなっちゃうんです。覚えさせた

くなっちゃうんですね。覚えるっていう活動の魅力と言

いますか、それは親も子もすごく感じている。でも、繰

り返しそれをやられると子どもの方は嫌になっちゃうん

です、だんだん。１歳３ヶ月の子ですら、さっきみたい

な勢いではなくなってきて、もういいやという感じにな

ってしまうんですね。子どもが一生懸命学んでいるのに、

親同士が勝手な話をしているんですよ。失礼極まりないですよね。 

でも、これって授業の中で時々やりませんか。あるいは、覚えさせるっていうことをはじめは子どもも

喜んでくれるのでどうしても無理させてしまう。学校の中で起きていることとほとんど同じことが実は

１歳過ぎの子どもたちの世界の中でも起きています。 

だんだん嫌になってきていますから、聞かなくなってきます。親は感じてないんですよね。子どもはだ

んだん学ぶことではない方に自分の気持ちを向けて心の調整をし始めます。食べることがだんだん増え

ていく。そのうちああいうふうに（食べ物を）投げ始めます。いけないと分かっているんですよね。これ

をやることで覚える活動はストップになります。授業以外のことに目を向けるようになってしまうとい

うことですね。もうしませんね、学習活動は。（動画終了） 

やっぱり覚えるということは人間にとって大きな喜びです。だからどうしても子どもに覚えるという

ことをやらせてしまう。ある限界を超えて子どもの主体性を犯してしまうということを、私たちは日常生

活の中でもたくさんやってしまっていますし、学校の中でも多々起きているのではないかと思います。人

間にとっての喜びというのは、覚えることだけじゃないですよね。この両親の言い訳気味な映像をちょっ

と見てもらおうと思います。（動画②「お母さんと一緒に手遊び歌で身体を動かす１歳６ヶ月になった男

の子」を視聴） 

これは３ヶ月後の様子です。お母さんは身重であまり動けない状態ですが、一緒にお勉強じみたことを

やっています。一緒に活動するということが楽しいという状況に変わってきています。自分がやったこと

をお母さんもやってくれて、真似することができて、活動が楽しくなってきている。（動画終了） 

繰り返しになりますが、学習活動は入

れる活動、覚える活動だけで成り立って

いるわけではないんですよね。同じくら

い外に出す活動が重要になってきます。

そして、その２つが交互にやってくるか

ら活動が発展するし、学習活動が進んで

くるんです。ところが、どうしても覚えさ

せなきゃいけないという思いがあります

ので、入れる活動の方に我々自身が重点

を置きがちになります。そして、子どもと

一緒に創り出すという活動が小さくなっ

てしまう。こういった状況が学校の中では多々起きているのではないかと思います。 

体重を減らすのに、適度な運動が必要だよ。入れるだけでなく出すことが必要だよ。同じように学習活

動の転換をしていくという意味でも、覚える活動だけじゃなくて、一緒に子どもと創り出したり、一緒に

やることで楽しみを見つけ出したり、新しいことを発見していくということがないと活動って進展しな

いんだと、もう一度捉え直していただければと思います。 
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多様な学習活動をバランスよく取り入れる 

さて、２つ目は「バランス」、バランスの取れた栄養を

摂るんだという話をしました。学習活動についても同じ

ことが言えます。学習活動には本当にいろいろなことが

あります。覚えていくことも重要ですが、計画を立てる

力だとか、段取りを組める力だとか、アイディアを出す

力だとか、将来に向かってのビジョンをもてる力だとか、

ものを分析的・論理的に思考する力、判断する力、決断

して責任をとっていく力、それから言葉にして表現をし

て人と合意がつくれたり、相手を説得したり、協働したり、ジレンマの緊張を乗り越えていく力。こうい

ったことが重要ですよね。 

どうしてもこの中の覚えるところに力点がいってしまいます。それは結果が分かるからですよね。目に

見えてこの子はできるようになった、覚えることができたということが目に見えるようになるものだか

ら、そこにどうしても重点がいきます。でも、学習活動にはそれ以外の要素がたくさんあります。実際

我々の身の周りを見回していただくと、お勉強ができた子が社会に出て役に立っているかというと必ず

しもイコールではないですよね。リーダーとして活躍していく人、それはやはり判断力があったり、表現

力があったり、他の人を説得したりする力があったりするわけですよね。みんなで協働する時に、この人

がいるとみんなが仲良くなって一緒に取り組めるんだよなという人がいたりもしますよね。社会が求め

ている力は本当にいろいろある。記憶して覚えていくという知識だけの力じゃないんです。他の部分が社

会に出て必要とされている力だということは我々もよく分かっているんですよね。 

ですから、今後授業をしていく中で、ど

れだけ学習ができたか、覚えたかという

ことに目をやりがちですが、授業を評価

していく時にそれ以外の点についてもち

ゃんと評価をする観点として自分の中に

もっていなくてはいけないなと思いま

す。算数の授業をしていく中で、この子は

本当に決断したかな、どういうふうに表

現したかな、他の子をどう説得したかな。

理科の授業をしていく中で、どういう段

取りを組めたんだろうか。国語の授業の

中で、どんなアイディアをこの子は考えついたのだろうか。それぞれの教科の中で、こういった覚えるこ

と以外の力がどのように見られるようになったのかということを、先生方が評価する観点としてもって

いればきっと見つけられるのではないかと思います。そういう視点をもって授業をしていただくってい

うことではないかと思います。 

 

子どもの文脈を大切にする 

続いて、リズムのある生活をする、身体との対話をし

ていくということと同じで、子どもとの対話をきちんと

する、子どもの文脈を大切にするということについて考

えてみたいと思います。 

先生方って忙しいですよね。それは生活を見ていても

分かります。小学校だったら１日に５時間から６時間の

授業の中で、45分過ぎたら次の授業の準備をしなくては

いけないわけですよね。そういうあわただしい生活をし

ています。放課後に明日の準備が全部できるかというと到底できないですよね。そうすると、職員室から
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教室に走って向かう途中で、今日は何をやったらいいのかということを確認するなんていうことも結構

やったりするのではないかと思います。でも、目標は確認しないと授業になりませんよね。確認して今日

の単元の迫り方、解き方等を子どもたちに説明をしたりします。そして、実際に子どもにやらせてみる。

やった結果、出来不出来がでてきますので、なぜそれがいいのか、なぜそこが難しいのかということにつ

いて解説をしたりする。そして、時間があれば「次回はこうしよう」なんてふうに次回の予告を行うとい

ったことをなさっているのではないかと思います。 

これって教師の文脈ですよね。忙しいからどうしても教師が考えた流れの中で授業を進めていくとい

うことが起きがちですよね。教師の文脈を大切にするということは、実は大切なことだと思っています。

これは後で説明します。おそらくここで起きていることは、教師のものの考えによる文脈ではなくて、教

科書の文脈ということなのかもしれません。まあ、致し方ない部分があるかなと思っています。でも、こ

のそれぞれのところで、部分的であっても子どもの思考の流れを大切にしていくということはできるよ

うに思います。ごく当たり前の教師の指導型の授業をしていく中であっても、部分的に子どもの思いを大

切にしていくという授業は多々できるように思うんですよね。そんなことをちょっと考えてみたいと思

います。 

まず、忙しいのは先生だけじゃないですよね。子どもだって本当はやりたいことがいっぱいあるのに、

よく我慢して椅子に座っていてくれますよね。もう感謝から始まらなくてはいけないという話かもしれ

ません。 

それで、今日の授業の目標を考えていくにあたって、先生は「今日は何々をやるよ。何ページを開いて」

という言い方もあるかもしれないけれど、その前に「今日の算数の授業はどこから始めるんだっけ？昨日

は何をやったんだっけ？」「ああそうか、昨日は何々さんがこういう話をしてくれたよね。そこでみんな

でこんなことを考えたよね」なんていうふうに、子どもの思考の流れ、それをこの場に持ち出してくると

いうことをしないと話にならないですよね。ものを考えるということは子どもが自分の思考をしないと

いけないですよね。自分の思考の脈絡に沿ってそれを新しい思考に切り替えていく話なんです。新しい思

考をプラスしてそこに付け加える話じゃないんです。元々ある思考の仕方そのものを変えていく話なん

です。だから子どもたちがどういう思考をしてきたのか、それをもう一度授業の最初の場面で確認をして

いくところから、子どもの思考を表に出すところから始めないと授業は始まらないんですよね。これだっ

たらやれますよね。 

それから、迫り方、解き方に関してですが、子どもはいろんな解決の仕方をする、あるいは間違ってい
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るものも多々あるかもしれません。でも、間違いはないと思うんです。全てがその子がもっている思考の

プロセスならそうなる。そのプロセスのところを変えないと、先生が願っているものにはならないのかも

しれませんが、子どもは子どもなりの論理があって、その誤りを犯しているわけですよね。だから、誤り

として見るのではないのではないと思います。全て子どものやっていることには意味がある。そして、そ

の子どもの思考を言葉にする、それをみんなで共有するということが授業の中では極めて重要ではない

かと思います。子どもが何か発言をした時、「今、Ｂくんが言ったこと、ちょっと分からなかったんだけ

ど、Ａくん、Ｂくんの言ったことはどういうことなんや？」なんて聞く先生がいたりしますよね。「Ａく

んの話を、Ｂくん、申し訳ないけれど組み立ててくれないか」と、「もう一度Ｂくんの言葉で、そのＡく

んの思いを言葉にしてくれないか」なんていうふうに先生が問うたりすると、子どもの思考を、一人の思

考を先生とのやりとりだけじゃなく、学級全体の思考に切り替えていくことができますよね。お互いの解

き方の中身を言葉にして言う。実は言葉にした段階でもうどれがいいのか悪いのかなんて判断を下さな

くても、答えは出ているのかもしれません。「これが正しいよね」なんて詰めをしなくたって、子ども自

身は「あっちの方がいいな」なんて思えるようになってきます。自分の思考を、プロセスを追いながら言

葉にしていく。そして、今度は相手の思考を相手の立場に身を置き直して、「何々さんの考えたことはこ

ういうことじゃないかな」と言葉にする。それをすることによって自分の思考のよさ、あるいは問題点に

気づくことができます。自分のプロセスをお互いに言葉にして、先生の方も「今何々さんが話してくれた

ことってこういうことかな」と先生の言葉でもう一回組み立ててみんなに返していく。なんていうふう

に、みんなで共有していくということが授業の中で一番重要なことでもあります。そして、それができれ

ばもうすでに解決していることが実際は多いのではないかなと思います。そして、「こういうことが分か

ったから次はどうしたらいいんやろ」なんて、次の予告を子どもたちと一緒に考えるということがあると

いいなと思います。 

繰り返しになりますが、忙しい先生、毎日５時間もあってそれぞれテーマを変えてやらなくてはいけな

い。だから、なかなか準備ができないことがあると思います。それは重々分かっています。でも、その時

に、教師の文脈だけじゃなくて、それぞれのところで子どもの文脈、思考の文脈に変えて考えていくって

いうことは、ちょっと努力をすればできることがいくつかあるのではないかなと思います。何か新しい思

考を頭の中にプラスしていくという話ではないんです。教科書をやりながら新しいことを覚える話じゃ

ないんです。今まである思考を切り替える、子どものもっているものの考え方を「あっ、こっちの方がい

いよなあ」って思えるようにならないと子どもは変わらないわけですよね。ここへの切り替えっていうこ

とを考えていくってことじゃないでしょうか。 

 

教師自身が授業での探究を楽しむ 

続いて、楽しむこと、これが一番だと言いました。授

業は、先生が楽しんでやらないとおもしろくないんです。

おもしろくないような顔をした先生から受ける授業ほど

つまらない授業はありません。先生が「えっ」と思いな

がら「これ、なんでこんなになってるんや？」なんて言

って授業を進めてくれると、もう子どもは楽しくて仕方

ないんじゃないかなと思いますね。 

今月の初め、伊那小で６年生の田中先生の授業を見ま

した。レーズン酵母を育てて焼いたパンを食べたいとい

うような話です。この学年は４年生の時からパン作りを

していました。パンを焼いて食べたいと言うので、熱に

強いレンガを購入して６個の窯を作って、毎回自分たち

でどうやったらパンが焼けるかをやっていました。パン

を焼いて食べるという活動を見た時に、いろんな発展の

仕方がありますよね。パンの素になる麦、これを自分た
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ちで育てるってことからやってみようなんていうふうに、子どもたちがパンを焼いて食べる中で気づい

て、自分たちの小麦粉を作ろうなんてところから活動する場合もあるでしょうし、焼くためには熱に強い

レンガを購入しなければいけないけれど、「これって高いよね、お金を稼ぐためにはどうしたらいいんだ

ろうか」とお金を稼ぐための活動を並行してやるなんてこともありますよね。いろんな活動の展開の仕方

があって、どっちへ行こうとそれはいいわけですよね。この場合は、この後天然酵母を使って焼くという

ことに子どもたちの目が向いていきます。したがって、この耐熱レンガを買うお金は、子どもたちは空き

缶を集めてお金にしていますが、それで足りるようなものじゃなくて、「先生に借金している」と言って

います。ですから、卒業するまでにその借金を返さなきゃいけないということにどこかで気づいていくの

ではないかと思います。先生も「苦しい、苦しい」と言いながらやっておりますので、そういうことが出

てくるのではないかと思います。 

さて、このパンを焼くということについて、全員一斉にやらせるなんてことはできなくて、グループご

とにそれぞれのペースでやっていきました。それぞれのペースを田中先生は尊重しながらやっていまし

た。そうするとですね、様々な材に出あえますので、例えばこのグループは薪を作るということをやって

いますが、そこはそこでおもしろかったり、そこで遊びが起きたりするんですね。他のことが起きちゃう

けれど、大切なことは「パンを作る」という筋。これを外さないってことなんですね。いろんなことをや

りながらも、いろんな生き方をしながらも、でもみんなで大切にする筋はきちんとやっていくということ

ができるということが重要じゃないかなと思います。 

一番生意気な男の子たちのグループは、外から見ていると半分遊んでいるように見えますが、偉いなと

思うのはちゃんと締めるところは締めてこの子たちはやっているんですね。自分たちが作ったものがど

うしてうまくいかないのか、半分冗談を言いながら、でも考えています。この子たちの表情はイマイチ優

れませんよね。パリパリの食感のパンを焼きたいのにネチネチしたタマゴパンみたいなパンができて、

「ちょっと違うよね」というような表情をしています。焼き上がったパンを見て、「焼き過ぎちゃったよ

ね、これ食べられないよね」と言っている子どもたちもいます。 

パンを作るって難しいです。それも天

然酵母からパンを作るなんて、天然酵母

自体を作り出すのに非常にいろんな組み

合わせがあります。それに加えてパンの

発酵具合もいろんな具合があります。焼

き方だって、先ほど見ていただいたよう

に石窯で焼いているわけですから、なか

なか調整が難しい。そうすると、自分たち

の目指すパンを作るためには、途方もな

い組み合わせが起きてしまうのです。こ

の途方もない組み合わせを調整する。普

通、科学者だったらしらみつぶしに 1個ずつ条件を潰していきながら正解を探す。でも、そういうわけに

はいかないんですね。なぜかというと、「おいしいパン」も人によって違うんですよね。「パリパリのパン

がいい」と言う人もいれば、「モチモチのパンのパンがいい」と言う人もいて、日によってこっちのパン

がいいということもあって、目標だって変わっちゃうんですよ。こういった中で何をやるかというと、あ

る条件で焼くと、こういうある条件の中でこういうことを大切にして、これとこれを組み合わせるとこう

なるんじゃないかと物語れる力。ある事実をつなげて物語る、そういう力を子どもたちにつけようという

ことになるかなと思います。 

ちなみに、これをやるのに、例えば天然酵母といっても、イラン産のレーズンでやるか、中国産のレー

ズンでやるかで全然違うんですね。それに、発酵のプロセスが、まずレーズンをミキサーで混ぜ合わせ

て、それに消毒されたビンの中に入れて発酵させて、その発酵の具合を見ながら素となる種ができますよ

ね。素となる種を今度はもう一度小麦粉の中に入れて発酵させていく中で、素となる種を素にした次の素

となる種ができるわけです。それを使ってパンを焼くわけですよね。非常に細かいプロセスがあります。
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これをまず田中先生がやっているんです

よね。自分で「こうやったらうまくいく、

いやここはうまくいかないな」なんてこ

とを試行錯誤しながら、非常に熱心にや

っているんですよね。実は、子どもたちが

「天然酵母のパンを作りたい」と言って

「じゃあ、やろうか」となったのがスター

トじゃないんです。子どもが「やりたい

よ」と言った時に、先生は子どもには言っ

ていませんが、自分でどうやったらでき

るのかということを試しているんです。

おまけに、天然酵母のパン作りを県内あちこちのパン屋に出かけていって見させてもらっている。そうい

うことを先生がやっているんですね。そういうことをやっていると、実は子どもたちが所々で引っかか

る、引っかかり方の意味が見えてくるんです。あるいは子どもがうまくできた時に、本当に素直に「おお、

すげえ」っていう言葉になって出ちゃうんですね。自分がすごく難しかったことを、子どもたちがやって

みせるわけですから、「おお、すごい」と自然に出ちゃいます。 

子どもたちに、授業と向き合う時に、どれだけ先生が一緒に探究をして考えているかということがすご

く重要になってきます。主体的な探究学習は、子どもと教師双方の探究プロセスの合作です。子どもだけ

の探究ではないんです。教師も同じようにやっていないとその探究のおもしろさは出てこないんです。新

しいことを見つけ出していくということを教師自身が楽しんでいないと、授業は成り立たないというふ

うに思います。 

それは、教科の中でもそうですよね。たし算、ひき算、こんなの分かっているじゃないか。いえ、分か

っていないですよ。ひとつたし算、ひき算の仕方をするにしても、何年やっていても後で発見するなんて

ことはいっぱいありますよね。そういうことがないと授業っておもしろくないなって思いますね。 

探究するっていうことを止める時は、教師を辞める時だと思うんです。教師である限り、生涯学び続け

ていく。それが教師の専門性だっていうことを、やっぱりもう一度確認していく必要があるのではないか

と思います。 

ちなみに、総合で培った知識・技能は生きる上で役に

立つか。天然酵母でパンを作れるようになることが生き

ていく上で役に立つか。まあ役に立たないですよね。そ

れは、直接職人を育成しているわけじゃない。それが目

標じゃないんですよね。じゃあ、総合のような学習で何

を培っていくか。目標を創り出していくことなんですよ。

私たちは目標を達成させる授業をしていますよね。目標

は決まっていてそこにどうやって引き上げるかという授業をしていますけど、総合のような授業って、目

標そのものを絶えず創り出していくんですね。これって人生と似ていませんか。生きていくっていうこと

なんですよね。生きていくといったら次にどうしたらいいのかって、目標を見いだしていくことなんです

ね。 

それから、いくつもの時間に生きているんです、人って。さっき、ちゃらんぽらんにやっている男の子

たちがいるって言いました。でも、あの子たちはそうやってその時その時の材に気づいて、そのおもしろ

さでちょっと遊ぶんですね。そういう生き方もしながら同時に「でもパンを作りたいんだ」ということも

ちゃんと押さえているんですよね。そうやっていくつもの生き方を一つの授業の中でやっていくという

ことじゃないかなと思います。 

そして、語れるようになるということなんですね。語れるようになるということは、論理的にものを考

えられるということでもあります。何よりも重要なのは共有できる世界をつくり出していくということ

なんですね。「これをやるとこうなるよね」「これって楽しかったよね」って人と人との中で、先生と子ど
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もの間で、何かを作り出して共有できた世界をつくり出していくっていうことが、人が社会の中で生きて

いく上で極めて重要なことです。そんなことを子どもたちとともにやっていく活動じゃないかなという

ふうに思います。 

 

話し合える仲間 ― 教師は一人では育たない ― 

ちょっと話がそれてしまった上に時間になってしまったので、もう一つ話し合える仲間ということに

ついて簡単に話して終わりにしたいと思います。 

教師は専門職です。専門職とは経験から学ぶ人です。

経験から学ぶっていうことは、自らがやっていることを

絶えず、絶えず問い直して自分の教育観や発達観、そこ

に投げかけて専門職としてのアイデンティティの捉え直

しを、限りなく、絶え間なくやり続けていく人のこと言

います。経験から学ぶということですから、省察的実践

者ということでもありますし、学び続けるのが教師の専

門性です。これは生涯ずっと先生である限りやり続ける

ことでもあります。 

ただ、経験から学ぶと言うと、先生は独

り善がりになっちゃうんじゃないかと

か、他の人の言っていること学ばないの

か、あるいは自分の経験の中から抜け出

せないのではないかと思われてしまいま

すが、決してそうではありません。教師が

人の実践について聞いている時に、だま

って人の実践を聞いているような教師は

いないんです。人の話を聞いたら、頭の中

では半分は自分の実践のことを考えてい

るんです。専門職はみんなそうです。他の専門職の話を聞けば自分のやっていることをだいたい振り返っ

ているんです。そして、「似たような経験は自分の中にもあったな」「あの時うまくいかなかったのは、今

話してくれているこの人のこういうところを自分はやっていなかったからじゃないか」「もう思い出した

くもない嫌な経験だったけど、よく考えてみればそのことを入れて考えればすごく意味のある実践だっ

たんじゃないか」なんていうふうに、自分の経験を作り直しているんです。経験を作り直していくってい

うのは変かもしれませんが、経験の意味を再構成しているんです。そうやって自分を動かしていく範例を

自分の中にたくさん培っていくということが熟練化していくということです。範例を作り出していくと

いうことです。 

これは、実践を語る場合にも同じことが起きています。つまり、教師は一人では育たないのです。学び

合うコミュニティがある、あるいはチームがあるということが重要になってきます。 

実践をし、それを対話を通してみんな

で振り返り、自分でもう一度振り返る。こ

れを限りなく繰り返していくということ

が重要になってきます。そして、それを支

えているのが校内の研修です。校内の研

修がどうあったらいいのかということに

ついては、また機会があったらお話しし

たいと思います。 

語るということ、あるいは聞くという

こと、読むということにはどんな意味が
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あるかということについては、またの機会にお話ししたいと思います。 

 

おわりに 

もう一度振り返っておきたいと思いますが、体重を減

らしていく中で、減らそうとした時に必要になった５つ

のこと、これは学習観を転換していくという意味でも極

めて重要だということ、そのことを先生方と共有できた

ことについて、今日はお話しさせていただいたというふ

うにしたいと思います。 

 

 

（文責：岡谷市教育委員会 教育総務課 主任指導主事 濵 敦志） 


